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研究目的 

植物は害虫が分泌する唾液成分を認識することで、特異的な防御応答を誘導すること

ができる。害虫の唾液内に含まれるエリシターは植物の防御応答を誘導する分子であ

り、寄主植物のシグナル伝達ネットワークにおける特異的作用などが示唆されている。

申請者らは近年、ナミハダニの唾液腺で発現するエリシター「Tet」およびヨトウガ幼

虫のオリゴ糖エリシターの応答に関与する受容体キナーゼ（HAK）を同定した。本研究

ではこれらの学術基盤から植物の害虫由来エリシター応答機構を紐解く。本共同研究

は、生物間相互作用ならびに多様性メカニズムを理解するための重要な基盤研究であ

る。 

 

 

研究内容 

以下の２研究項目を実施することで、咀嚼性害虫と吸汁性害虫由来の異なるエリシタ

ーに対する特異的受容体の同定および分子機能を理解することで、植物の食害初期応

答の分子システムを紐解く。 

（１） AlphaScreen を用いたシロイヌナズナ HAK と相互作用するハスモンヨトウエリ

シター受容体の同定 

（２） ナミハダニ Tet 受容体 

 

 

研究成果 

研究項目１ AlphaScreen を用いたシロイヌナズナ HAK と相互作用するハスモンヨト

ウエリシター受容体の同定  

ハスモンヨトウの唾液由来糖性エリシター（Fr）の応答に関わるダイズおよびシロイ

ヌナズナ受容体様タンパク質（HAK）を同定した(Uemura et al., 2020; Arimura 2021)。

さらに、シロイヌナズナ AtHAK1 は細胞内相互作用因子 PBL27 および calcium-dependent 

protein kinase related protein kinase 2（CRK2）と相互作用することで防御遺伝子 PDF1.2

を活性化することが見出された（図１）。AtHAK1 は Frとは in vitro では相互作用しな

いことから、HAK1 には共受容体等が存在することで Frもしくは Fr分解物を認識す

る可能性が考えられる。そこで本研究では、AlphaScreen を用いた Receptor-like kinase

（RLK）ライブラリー（112 タンパク質）と HAK1 の相互作用解析を実施した。その結

果、AtHAK1 は LRR-RLK である Phytosulfokin receptor 1（AtPSKR1：at2g02220）や

Impaired oomycete susceptibility （IOS1：at1g51800）と強く相互作用することが見出さ

れた。  

 

 



 

 

図１ シロイヌナズナのハスモンヨトウ食害認識機構および防御応答のためのシグナル伝達

機構 

 

 

研究項目２ ナミハダニ Tet 受容体 

様々な農作物種を食害するナミハダニから 2 種のエリシタータンパク質であるテトラ

ニン（Tet1、Tet2）が同定された(Iida et al., 2019)。テトラニンはインゲンマメやナスの

一連の防御応答を誘導することができるが、テトラニンの認識機構については未だ明

らかにされていない。そこで本研究では、エリシター活性の高い Tet2 のシロイヌナズ

ナにおける認識機構の解明を試みた。  

前項目と同様に、AlphaScreen を用いた Receptor-like kinase（RLK）ライブラリーと Tet2

の相互作用解析を実施したが、有意に Tet2 と相互作用する RLK 分子を同定するに至ら

なかった。  

そこで、シロイヌナズナの受容体様キナーゼ（RLK）欠損変異株ライブラリー（114

系統）の各個体に Tet2 処理し、葉における防御遺伝子 FRK1 の発現誘導レベルが低下

した株を探索した。その結果、2 系統の変異体が選抜された。これらの変異体では防御

応答に関わる転写因子の ERF1 遺伝子の発現誘導も低下していることが判明された。一

方で、Tet2 以外のエリシターに対する応答異常は認められなかったことから、当該 RLK

を Tet2-responsive RLK (TetR1、TetR2)と命名した。アルファスクリーニングによって

Tet2 と TetR の相互作用について解析した結果、強い相互作用は認められなかった。ま

た、Tet2 に応答した TetR 変異体では、防御応答シグナル伝達因子であるジャスモン酸



とサリチル酸の蓄積は野生株と同様に生じたことから、TetR は Tet2 応答において既知

のものとは異なるシグナル伝達系路に関わることが予測された  
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今後の課題  

AtHAK1 および TetR の相互作用分子を同定する。これらのエリシター認識に関わる分

子メカニズムを明らかにすることで、植物の潜在能力を高めることを目的とした害虫

防除法の確立を目指す。  


